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(54)【発明の名称】 液晶表示素子用バックライト

(57)【要約】
【課題】  サイドライト型バックライトにおいて、遮光
テープによる輝点発生を防止する。
【解決手段】  液晶パネルの導光板１と、上記導光板１
に光を照射する光源２とを含み、上記導光板１の側面に
円弧状の光入射用凹部１ａが形成されており、上記凹部
１ａ内に上記光源２が収納されているとともに、上記導
光板１の液晶パネル側の上面に、上記凹部１ａの深さ以
上の幅を有する遮光テープ４が、上記凹部１ａおよび同
凹部１ａの前方に位置する導光板上面の一部分１ｂを覆
うように粘着材５を介して貼着されている液晶表示素子
用バックライトにおいて、上記粘着材５を光入射用凹部
１ａの前方に位置する導光板上面の一部分１ｂを避けて
設ける。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶パネルの裏面側に位置される導光板
と、上記導光板に光を照射する光源とを含み、上記導光
板の側面に円弧状の光入射用凹部が形成されており、上
記凹部内に上記光源が収納されているとともに、上記導
光板の液晶パネル側の上面に、上記凹部の深さ以上の幅
を有する遮光テープが、上記凹部および同凹部の前方に
位置する上記導光板上面の一部分を覆うように粘着材を
介して貼着されている液晶表示素子用バックライトにお
いて、
上記粘着材が、上記凹部の前方に位置する上記導光板上
面の一部分を避けて設けられていることを特徴とする液
晶表示素子用バックライト。
【請求項２】  上記遮光テープは、上記導光板の光入射
側の一辺とほぼ等しい長さを有し、上記粘着材が、上記
凹部および同凹部の前方に位置する上記導光板上面の一
部分を避けて上記遮光テープの両端に設けられている請
求項１に記載の液晶表示素子用バックライト。
【請求項３】  上記遮光テープは、上記導光板の光入射
側の一辺とほぼ等しい長さを有し、上記粘着材が、上記
凹部の前方に位置する上記導光板上面の一部分を避けて
上記遮光テープの長さ方向に沿って設けられている請求
項１に記載の液晶表示素子用バックライト。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示素子に用
いられるサイドライト型のバックライトに関し、さらに
詳しく言えば、遮光テープにより輝点の目立ちを防止す
る技術に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】透過型もしくは半透過型の液晶表示素子
は、暗いところでも明るい表示が得られるように、バッ
クライト（照明装置）を備えている。バックライトは、
光源を導光板の真下に配置する直下型と、光源を導光板
の側方に配置するサイドライト型とに大別されるが、携
帯電話機などの小型化・薄型化が重視される機器には、
もっぱらサイドライト型が採用されている。
【０００３】サイドライト型バックライトは、図５の要
部分解斜視図および図６の断面図に示すように、その基
本的な構成として、例えばアクリル樹脂からなる導光板
（ライトガイド）１と、この導光板１の側方に配置され
る光源２とを備えている。
【０００４】導光板１は、図示しない液晶パネルの裏面
側に配置され、多くの場合、導光板１の下面には光源２
からの光を液晶パネル側に向かわせるための光反射板３
が設けられている。また、図示されていないが、導光板
１の上面側には光源２からの光を均一に分散させるため
の光拡散板が設けられる。
【０００５】このサイドライト型バックライトにおい
て、光源２には一般的に発光ダイオード（ＬＥＤ）が用
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いられるが、導光板１に対する光の入射効率および光源
２の配置スペース削減のため、導光板１の側面には円弧
状の光入射用凹部１ａが形成され、その凹部１ａ内に光
源２としてのＬＥＤを収納するようにしている。
【０００６】このままであると、光源２からの光の一部
が液晶パネルに直接照射されて、輝度むらが発生してし
まうことがあるため、遮光テープ４にて光源２の部分を
隠すようにしている。
【０００７】その場合、光源２を完全に覆うようにする
ため、遮光テープ４の幅を上記凹部１ａの深さ以上の幅
として、その遮光テープ４を両面粘着テープ５を介して
導光板１の上面に貼着するようにしている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】この幅広の遮光テープ
４によれば、上記凹部１ａの前方に位置する導光板上面
の一部分１ｂも遮光テープ４により覆われることになる
が、これによると、次のような課題が生ずる。
【０００９】すなわち、図６の断面図に示すように、導
光板上面の一部分１ｂと遮光テープ４との間に存在する
両面粘着テープ５がライトガイドの役割をして、図７に
示すように、遮光テープ４の縁に光源２の輝点２ａを発
生させる。この輝点２ａは、特に遮光テープ４の縁を斜
め方向から見た場合に、いわゆる目玉状に顕著に観察さ
れ、輝度むらの原因となることがある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するた
め、本発明は、液晶パネルの裏面側に位置される導光板
と、上記導光板に光を照射する光源とを含み、上記導光
板の側面に円弧状の光入射用凹部が形成されており、上
記凹部内に上記光源が収納されているとともに、上記導
光板の液晶パネル側の上面に、上記凹部の深さ以上の幅
を有する遮光テープが、上記凹部および同凹部の前方に
位置する上記導光板上面の一部分を覆うように粘着材を
介して貼着されている液晶表示素子用バックライトにお
いて、上記粘着材が、上記凹部の前方に位置する上記導
光板上面の一部分を避けて設けられていることを特徴と
している。
【００１１】本発明においても、光入射用凹部の深さよ
りも幅の広い遮光テープが用いられ、この遮光テープに
より光入射用凹部の前方に位置する導光板上面の一部分
が覆われることになるが、その導光板上面の一部分には
ライトガイドの役割をなす粘着材が存在しないため、遮
光テープの縁に光源の輝点が現れない。
【００１２】多くの場合、導光板には所定の間隔をもっ
て複数の光入射用凹部が形成され、その各々に光源が収
納されるため、テープ貼りの作業性を考慮して、遮光テ
ープには、導光板の光入射側の一辺とほぼ等しい長さを
有するものが用いられる。
【００１３】本発明において、この長尺遮光テープを導
光板に貼着するには、粘着材を光入射用凹部およびその
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前方に位置する導光板上面の一部分を避けて遮光テープ
の両端に設けるか、あるいは粘着材を光入射用凹部の前
方に位置する導光板上面の一部分を避けて遮光テープの
長さ方向に沿って設ければよい。
【００１４】なお、粘着材のない部分は、何らかの手
段、例えば液晶パネルにより遮光テープを上から押圧し
て、遮光テープと導光板とを密着させることが好まし
い。また、粘着材には両面粘着テープが好適であるが、
粘着液を用いてもよい。
【００１５】
【発明の実施の形態】次に、本発明の実施形態について
説明する。図１は実施形態の一例を示す分解斜視図で、
図２はその要部断面図である。なお、この実施形態にお
いて、先に説明した従来例と同一もしくは同一と見なさ
れてよい構成要素には、同じ参照符号が用いられてい
る。
【００１６】この実施形態によると、導光板１の一辺に
は円弧状をなす２つの光入射用凹部１ａが形成されてお
り、その各々に発光ダイオードからなる光源２が収納さ
れている。導光板１の上面には、光源２を覆うように遮
光テープ４が設けられ、また、導光板１の底面側には光
反射板３が設けられる。
【００１７】この実施形態においても、遮光テープ４の
幅Ｗは光入射用凹部１ａの深さＤよりも広い。なお、遮
光テープ４の長さＬは、２つの光源２を同時にカバーで
きるようにするため、導光板１の一辺とほぼ同一とされ
ており、また、遮光テープ４の裏面には粘着材としての
両面粘着テープ５が設けられている。
【００１８】したがって、この遮光テープ４によれば、
光入射用凹部１ａのみならず、その前方に位置する導光
板上面の一部分１ｂもカバーされることになるが、この
実施形態において、両面粘着テープ５は遮光テープ４の
全面ではなく、遮光テープ４の両端にのみ設けられてい
る。
【００１９】すなわち、両面粘着テープ５は、光入射用
凹部１ａおよびその前方に位置する導光板上面の一部分
１ｂを避けて、遮光テープ４の両端に設けられており、
光入射用凹部１ａの前方に位置する導光板上面の一部分
１ｂには、ライトガイドとして作用する両面粘着テープ
５が存在しないため、遮光テープ４の縁には光源２の輝
点が現れない。
【００２０】なお、図３の別の実施形態に示すように、
両面粘着テープ５を光入射用凹部１ａの前方に位置する*
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*導光板上面の一部分１ｂのみを避けて遮光テープ４の長
さ方向に沿って設けてもよく、また、図４に示すよう
に、光入射用凹部１ａおよびその前方に位置する導光板
上面の一部分１ｂを避けて、遮光テープ４の中間部位に
両面粘着テープ５を設けてもよい。
【００２１】要するに、本発明は、光入射用凹部１ａの
前方に位置する導光板上面の一部分１ｂにライトガイド
として作用する両面粘着テープ５がなければよいのであ
るが、その両面粘着テープ５のない部分は、何らかの手
段、例えば液晶パネルにより遮光テープ４を上から押圧
して、遮光テープ４と導光板１とを密着させることが好
ましい。なお、粘着材には両面粘着テープ５が好適であ
るが、粘着液を用いてもよい。また、粘着材は接着剤と
呼ばれているものであってもよい。
【００２２】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
液晶パネルの導光板と、上記導光板に光を照射する光源
とを含み、上記導光板の側面に円弧状の光入射用凹部が
形成されており、上記凹部内に上記光源が収納されてい
るとともに、上記導光板の液晶パネル側の上面に、上記
凹部の深さ以上の幅を有する遮光テープが、上記凹部お
よび同凹部の前方に位置する上記導光板上面の一部分を
覆うように粘着材を介して貼着されている液晶表示素子
用バックライトにおいて、上記粘着材を光入射用凹部の
前方に位置する導光板上面の一部分を避けて設けたこと
により、遮光テープの縁に光源の「目玉状」輝点が現れ
ないようにすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態の一例を示した分解斜視図
。
【図２】上記実施形態の要部断面図。
【図３】上記実施形態の変形例を示した斜視図。
【図４】本発明の別の実施形態を示した斜視図。
【図５】従来例を示した分解斜視図。
【図６】上記従来例の要部断面図。
【図７】上記従来例の課題を説明するための斜視図。

【符号の説明】
１  導光板
１ａ  光入射用凹部
１ｂ  導光板上面の一部分
２  光源
３  光反射板
４  遮光テープ
５  両面粘着テープ
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解决的问题：为了防止侧光式背光灯中的遮光带产生亮点。 形成液晶面
板的导光板（1）和用于向导光板（1）照射光的光源（2），并且在导光
板（1）的侧表面上形成弧形的光进入凹部（1a）。 在将光源2容纳在1a
中的同时，在液晶面板侧的导光板1的上表面，凹部1a和凹部1a的前侧设
置宽度等于或大于凹部1a的深度的遮光带4。 在用于液晶显示装置的背
光源中，其通过粘合材料5附接以覆盖位于其上的导光板的上表面的一部
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